


























































































武 内 道 子
象で ｢キル｣というもので､そこに見事なタペス
トリーが仕上がった｡彼女の､日本語による､パ



















































富 谷 玲 子
在まで漢字圏諸国に共通する学術用語として使用
され続けている｡講演会では､蘭学時代と明治期
の新語造成方法に関する最新の分析､ならびに現
代日本語における語種数的変遷の紹介があり､19
90年代以降の日本における訳語の特徴として､洋
語 (カタカナ語)が急増しているとの指摘があっ
た｡本講演会は学生と教員40名以上が参加する盛
会となった｡特に学生にとっては､普段気づきに
くい日本語の特徴について学ぶ貴重な機会となっ
たことと思われる｡
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言語研究センター共同研究
『良友』画報の研究
本共同研究は､中国 ･上海で発行された総合グ
ラビア雑誌の 『良友』画報 (1926年～1945年)
の精読を行うことを目的に2003年度から活動を始
めた｡ 『良友』画報が取 り上げる関連記事が中国
の社会､文化､映画､美術､漫画､言語などあら
ゆる分野を網羅していることから各分野の専門家
による輪読が必要であったのである｡
その後､毎月 1回のぺ-スで輪読会を行うほか､
2005年度からは中国 (上海)での勉強会を開催し､
中国側の研究者との交流を深めている｡本共同研
究の成果は2007年9月に 『アジア遊学』特集 -
孫 安 石
『良友』画報とその時代 (勉誠出版) として出版
された｡
『良友』画報については､近年､中国でも再評
価が進み1920年代から1940年代の上海の都市文
化を読み解 く資料として､多 くの関連書籍が出版
されるほか､2008年には 復刻版の出版が予定さ
れていると聞く｡
本共同研究もしばらく活動を継続し､ 『良友』
画報関連のシンポジウムを開催し､論文集を刊行
することを目指したい｡
『アジア遊学』特集 - 『良友』画報とその時代
(勉誠出版､2007年､第103号)
目次
『良友』画報の特集によせて 孫安石
『良友』画報と映画 孫安石
上海におけるハリウッド映画の需要と映画関連雑誌
『良友』画報と女性表像
誌上の展覧会をめざして
『良友』画報とスポーツ･体育
『良友』と旅行関連記事
『良友』と中国新文学
上海大衆文化と香港 ･華僑資本
『良友』画報の印刷技術
『良友』画報と上海の日本居留民
戦前期日本と中国の印刷界の関わり
『LIFE』の伝えた真珠湾攻撃
佐藤秋成
石川照子
呉孟晋
森平崇文
王京
鈴木将久
村井寛志
菊地敏夫
陳祖恩
田島奈都子
岩本典子
コラム
天津で発行された最初のグラビア誌 『北洋画報』
『ピノキオ』と ｢孤島｣上海のアニメーション
日中戦争期 ｢大後方｣の紡績合作社
『良友』と郵便切手の蒐集
『良友』と動植物の保護
戦後も続いていた 『良友』
日本訪問記
1925年創刊雑誌 『キング』のメディア論
『良友』と戦時報道
貴志俊彦
呉孟晋
菊地敏夫
甫青山精治
孫安石
村井寛志
石川照子
佐藤卓己
王京
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